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６
月
17
日
、
前
橋
市
・
群
馬
県
庁
に

お
い
て
、
日
本
酒
の
味
や
品
質
を
競
う

全
国
新
酒
鑑
評
会
︵
酒
類
総
合
研
究
所
、

創
立
50
周
年
記
念
式
典

高
崎
問
屋
街
青
年
経
営
者
研
究
会

全
国
新
酒
鑑
評
会
に
て
10
銘
柄
が
入
賞

（
金
賞
７
銘
柄
、入
賞
３
銘
柄
）

群
馬
県
酒
造（
協
）

　

記
念
式
典
に
続
い
て
行
わ
れ
た
懇
親

会
で
は
、
開
会
挨
拶
の
後
、
鏡
開
き
が

行
わ
れ
、
第
６
代
会
長
・
横
山
祐
次
氏

の
音
頭
に
よ
り
乾
杯
と
な
っ
た
。

　

懇
親
会
で
は
、
マ
グ
ロ
解
体
シ
ョ
ー

が
披
露
さ
れ
る
な
ど
、
終
始
和
や
か
な

雰
囲
気
で
懇
親
が
深
め
ら
れ
、
第
30
代

会
長
・
岡
村
武
彦
氏
の
閉
会
の
こ
と
ば

を
も
っ
て
懇
親
会
を
終
了
し
た
。

　

６
月
14
日
、
高
崎
市
・
ホ
テ
ル
メ
ト

ロ
ポ
リ
タ
ン
高
崎
に
お
い
て
、
高
崎
卸

商
社
街(

協)

に
所
属
す
る
青
年
経
営

者
に
て
組
織
さ
れ
る
高
崎
問
屋
街
青
年

経
営
者
研
究
会
の
創
立
50
周
年
記
念
式

典
が
開
催
さ
れ
た
。　
　

　

式
典
で
は
、
50
周
年
委
員
長
・
速
水

幹
雄
氏
の
開
会
の
こ
と
ば
の
後
、
会

長
・
茂
木
克
仁
氏
が
挨
拶
、
そ
の
後
来

賓
祝
辞
が
行
わ
れ
た
。
続
い
て
歴
代
会

長
に
対
す
る
表
彰
を
行
い
、
表
彰
者
代

表
と
し
て
第
41
代
会
長
・
吉
田
健
一
郎

氏
が
謝
辞
。
副
会
長･

吉
本
隆
氏
が
閉
会

の
こ
と
ば
を
述
べ
、
式
典
を
終
了
し
た
。

日
本
酒
造
組
合
中
央
会
共
催
︶
で
入
賞

し
た
蔵
元
の
代
表
ら
が
大
澤
知
事
に
入

賞
を
報
告
し
た
。

　

今
回
は
、
２
０
１
８
酒
造
年
度
︵
18

年
７
月
～
19
年
６
月
︶
に
製
造
さ
れ
た

清
酒
が
対
象
。
18
点
が
鑑
評
会
に
出
品

さ
れ
、
10
点
が
入
賞
し
た
。
出
品
数
に

対
す
る
入
賞
割
合
は
55
・
６
％
︵
全
国

平
均
48
・
５
％
︶、
金
賞
の
割
合
は
38
・

９
％
︵
同
27
・
７
％
︶
に
上
っ
た
。

【
金
　
賞
】

・
赤
城
山
︵
近
藤
酒
造
㈱
︶

・
貴　
　

娘
︵
貴
娘
酒
造
㈱
︶

・
群
馬
泉
︵
島
岡
酒
造
㈱
︶

・
清　
　

暸
︵
㈱
町
田
酒
造
店
︶

・
秘　
　

幻
︵
浅
間
酒
造
㈱
︶

・
鳳
凰
聖
徳
︵
聖
徳
銘
醸
㈱
︶

・
水
芭
蕉
︵
永
井
酒
造
㈱
︶

【
入
　
賞
】

・
浅
間
山
︵
浅
間
酒
造
㈱
︶

・
大　
　

盃
︵
牧
野
酒
造
㈱
︶

・
船
尾
瀧
︵
柴
崎
酒
造
㈱
︶

　

な
お
、
群
馬
県
で
は
こ
れ
ら
の
県
産

酒
や
県
産
食
材
を
広
く
知
っ
て
も
ら
う

こ
と
を
目
的
に
、
10
月
５
日
・
６
日
に

高
崎
市
・
ビ
エ
ン
ト
高
崎
に
お
い
て

﹁
ぐ
ん
ま
酒
と
食
の
祭
典
２
０
１
９
～

Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｐ
Ａ
Ｉ
！
Ｇ
Ｕ
Ｎ
Ｍ
Ａ
﹂
を
開

催
す
る
。

大澤知事に入賞を報告する各蔵元 懇親会で行われたマグロ解体ショー

茂木会長、横山第6代会長、来賓による鏡開き 多くの会員、来賓が参加した記念式典
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２
０
１
９
年
度
通
常
総
会

全
国
中
小
企
業
青
年
中
央
会

実
習
生
と
信
頼
関
係
の
構
築
に
取
り

組
む
企
業
と
し
て
Ｎ
Ｈ
Ｋ
よ
り
取
材

を
受
け
る

㈱
誠 

和 

製 

作 

所

［
館
林
機
械
金
属
工
業（
協
）

館
林
金
属
工
業
団
地（
協
）所
属

］

を
感
じ
て
い
る
実
習
生
を
和
ら
げ
よ
う

と
、
多
田
社
長
は
﹁
交
換
日
記
﹂
を
取

り
入
れ
て
い
る
。

　

実
習
生
は
仕
事
や
生
活
の
悩
み
を
相

談
す
る
こ
と
が
で
き
る
上
、
文
章
を
書

く
こ
と
で
日
本
語
の
勉
強
に
も
な
る
。

多
田
社
長
と
し
て
も
、
一
人
一
人
の
個

性
や
人
柄
を
把
握
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
が

あ
る
。
さ
ら
に
漢
字
の
学
習
帳
を
実
習

生
に
配
り
、
多
田
社
長
自
ら
仕
事
の
合

間
に
添
削
を
行
う
な
ど
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
増
や
し
、
悩
み
に
丁
寧

に
応
え
る
こ
と
で
信
頼
関
係
を
築
こ
う

と
し
て
い
る
。

　　　　　

こ
の
他
、
実
習
生
手
作
り
の
食
事
会

に
多
田
社
長
が
招
待
さ
れ
る
様
子
が
放

送
さ
れ
る
な
ど
、
実
習
生
と
の
厚
い
信

頼
関
係
が
構
築
で
き
て
い
る
こ
と
が
分

か
る
放
送
と
な
っ
て
い
る
。

　

６
月
21
日
、
和
歌
山
市
・
ダ
イ
ワ
ロ

イ
ネ
ッ
ト
ホ
テ
ル
和
歌
山
に
お
い
て
、

全
国
中
小
企
業
青
年
中
央
会
２
０
１
９

年
度
通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　

群
馬
県
中
小
企
業
団
体
青
年
協
議
会

か
ら
は
、
諸
田
宏
会
長
、
横
田
裕
正
副

会
長
、
長
島
聰
理
事
、
中
央
会
・
今
泉

主
事
が
参
加
し
た
。

　

総
会
で
は
、事
業
報
告
・
収
支
決
算
、

事
業
計
画
・
予
算
な
ど
の
議
案
す
べ
て

原
案
通
り
可
決
承
認
・
決
定
さ
れ
、
総

会
終
了
後
に
は
Ｕ
Ｂ
Ａ
サ
ミ
ッ
ト
と
称

し
た
協
議
会
が
行
わ
れ
、﹁
活
発
な
組
合

事
例
を
自
県
で
活
か
す
に
は
～
活
動
状

況
及
び
今
後
に
つ
い
て
～
﹂
を
テ
ー
マ

に
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

　

和
歌
山
城
散
策
を
挟
み
懇
親
会
が
行

わ
れ
、
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
青
年
経
営

者
が
懇
親
を
深
め
た
。

　

な
お
、
２
０
２
０
年
度
通
常
総
会
は

来
年
の
６
月
12
日
、
岡
山
市
・
ホ
テ
ル

グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
岡
山
に
て
開
催
さ
れ
る

予
定
と
な
っ
て
い
る
。

　

館
林
機
械
金
属
工
業(

協)

・
館
林
金

属
工
業
団
地(

協)

の
組
合
員
で
あ
る

㈱
誠
和
製
作
所
︵
代
表
取
締
役
・
多
田

征
訓
氏
︶
は
、
外
国
人
技
能
実
習
生
受

入
に
関
す
る
取
組
み
が
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
夕
方

の
ニ
ュ
ー
ス
番
組
﹁
ほ
っ
と
ぐ
ん
ま

６
４
０
﹂
に
て
放
送
さ
れ
た
。

　

同
社
で
は
、
あ
る
も
の
を
通
じ
て
実

習
生
と
の
信
頼
関
係
を
築
き
、
定
着
に

つ
な
げ
よ
う
と
模
索
し
て
い
る
。
現
在

５
人
の
ベ
ト
ナ
ム
人
が
実
習
を
行
っ
て

お
り
、
慣
れ
な
い
国
で
の
生
活
に
不
安

取材を受ける多田社長

多くの来賓も参加した懇親会

全国から青年経営者が参加 工場内での取材の様子

LocalLocal
AreaArea

NewsNews



10

　

６
月
24
日
、
伊
勢
崎
市
・
組
合
事
務

所
に
お
い
て
﹁
建
設
業
に
お
け
る
労
務

管
理
・
働
き
方
改
革
関
連
法
に
つ
い
て
﹂

を
テ
ー
マ
に
講
習
会
を
開
催
し
た
。

　

講
師
は
、
ア
ス
ミ
ル
社
会
保
険
労
務

士
事
務
所
・
代
表
で
特
定
社
会
保
険
労

務
士
の
櫻
井
好
美
氏
。

　

櫻
井
氏
は
始
め
に
、
雇
用
と
請
負
の

違
い
に
つ
い
て
解
説
。
建
設
業
特
有
の

労
働
環
境
や
習
慣
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

﹁
労
働
時
間
の
適
正
な
把
握
の
た
め
に

使
用
者
が
講
ず
べ
き
措
置
﹂、﹁
36
協
定

書
の
提
出
﹂、﹁
時
間
外
労
働
の
上
限
規

制
﹂、﹁
年
次
有
給
休
暇
﹂、﹁
働
き
方
改
革

の
進
め
方
﹂な
ど
に
つ
い
て
レ
ジ
ュ
メ
、

配
布
し
た
資
料
を
参
照
し
な
が
ら
詳
細

に
説
明
を
行
っ
た
。

　

こ
の
中
で
、
労
働
時
間
の
適
正
な
把

握
に
つ
い
て
は
、
労
働
者
の
始
業
・
終

業
時
間
の
確
認
、
記
録
が
求
め
ら
れ
て

お
り
、
タ
イ
ム
カ
ー
ド
な
ど
客
観
的
な

記
録
を
基
礎
と
し
て
確
認
す
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
と
の
解
説
を
行
っ
た
。

建
設
業
に
お
け
る
労
務
管
理
・

働
き
方
改
革
へ
の
対
応

伊
勢
崎
管
工
設
備（
協
）

第
69
回
　
前
橋
七
夕
ま
つ
り

前
橋
中
心
商
店
街（
協
）･
立
川
町
大
通
商
店
街（
振
）

前
橋
中
央
通
り
商
店
街（
振
）･
弁
天
通
り
商
店
街（
振
）

　

７
月
４
日
～
７
日
、
前
橋
中
心
商
店

街
全
域
に
お
い
て
、
北
関
東
最
大
級
を

誇
り
、
半
世
紀
以
上
に
わ
た
り
実
施
さ

れ
て
い
る
﹁
前
橋
七
夕
ま
つ
り
﹂
が
開

催
さ
れ
た
。

　　
﹁
前
橋
七
夕
ま
つ
り
﹂
は
、﹁
初
市
ま
つ

り
﹂、﹁
前
橋
ま
つ
り
﹂
と
共
に
﹁
前
橋
三

大
ま
つ
り
﹂
の
１
つ
に
数
え
ら
れ
て
い

る
ま
つ
り
。
各
商
店
・
商
店
街
や
市
内

の
事
業
所
に
よ
る
工
夫
を
凝
ら
し
た
七

夕
飾
り
、
福
祉
施
設
の
方
々
の
手
作
り

作
品
、
市
内
保
育
所
・
保
育
園
の
子
供

達
の
手
作
り
の
竹
飾
り
、
露
天
商
な
ど

が
夜
遅
く
ま
で
街
を
賑
わ
せ
た
。
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熱心に講師の説明を聞く受講者

実務に参考となる資料も配布された

新元号「令和」の七夕飾り

　

前
橋
中
心
商
店
街︵
協
︶、
立
川
町
大

通
商
店
街︵
振
︶、
前
橋
中
央
通
り
商
店

街︵
振
︶、
弁
天
通
り
商
店
街︵
振
︶
そ
れ

ぞ
れ
の
街
区
に
お
い
て
も
、
様
々
な
七

夕
飾
り
で
彩
ら
れ
、
子
供
か
ら
大
人
ま

で
多
く
の
人
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
た
。

　

な
お
、
祭
り
初
日
に
は
七
夕
飾
り
コ

ン
ク
ー
ル
が
行
わ
れ
、
約
６
５
０
本
の

七
夕
飾
り
が
出
来
映
え
を
競
っ
た
。

例年同様多くの見物客が訪れた 大がかりな作品も多数展示された


